
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 平成30年度
予定

平成31年度
予定

平成32年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

32,415,120 32,415,120

交付金額

30,200,000 30,200,000

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

事　　業　　評　　価　　書

然別演習場関連公共用施設（教育文化施設：鹿追小学校タブレットパソコン一式購
入）整備事業

鹿追町

鹿追小学校（河東郡鹿追町東町３丁目２番地）

補助事業の成果の目標

　鹿追町では文部科学省学習指導要領における情報教育及び教科指導でのＩＣＴ活
用の充実を図ることを目的として、学校におけるＩＣＴ環境の整備を実施してい
る。
　本事業でタブレットパソコンを導入し、ＩＣＴを活用した（実物投影機・タブ
レットパソコン等）授業を行い児童・生徒がコンピュータや情報通信ネットワーク
等の情報手段に慣れ親しみ、適切に活用できるようになることで、授業の効率化と
習熟度の向上を図る。

タブレットパソコン１５２台ほか一式

平成２９年６月～８月

無

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施 状 況

　事業完了後、教職員や児童に聞き取りを行ったところ、「操作性が非常に良く使
いやすい。」「直感的に操作できることで児童が楽しんで学習できている。」「画
像を見たり自分で調べたりする授業は楽しくわかりやすい。」など高い評価を得て
おり、タブレットパソコンを活用した授業を行うことで、児童の情報教育活動の充
実が図られていることが確認できた。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを学校だよりや町ホーム
ページへの掲載により地域住民への周知も図られた。

今後とも、情報教育の充実のため、維持管理に努める。



事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名 然別演習場関連公共用施設（消防に関する施設：水槽付消防ポンプ自動車購入）整備事業

実 施 場 所 　河東郡鹿追町西町鹿追消防署及び鹿追町瓜幕

補 助 事 業 者 名 　鹿　追　町

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期 　平成２９年６月～平成３０年２月

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

　鹿追町瓜幕地域（鹿追消防団第２分団管轄）は町北部に位置しており、市街地から離れていること
で、火災・災害発生時に消防職員が現場に到着するまでに時間を要するため、消防団員により初期
対応している状況にある。当地域に配置されている水槽付消防ポンプ自動車は昭和５８年に納入され
たもので、既に３３年が経過し、急激な車両のエンジン・ポンプ機能の低下及び、積載水による水槽内
部と外装の腐食・劣化が深刻で有り、消防力の低下が地域に深刻な問題をもたらしているのが現状で
ある。
　本事業実施により車両を整備し、水と消火薬剤の混合液に圧縮空気を送り込むシステムを備えるこ
とで、水源に乏しい地域でも効率的な消火活動が可能となることと、震災などによる大規模災害時で
の現場到達が容易となり、複雑多様化している各種災害に対応し、地域住民の安寧秩序を高い水準
で守ることを目標としている。

補 助 事 業 の 内 容  水槽付消防ポンプ自動車　１台

予定

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 計

予定 予定

円

48,384,000 48,384,000事 業 費

円 円 円 円 円

交 付 金 額 46,839,000 46,839,000

事業の評価に際しての第三者機関の
活用の有無

　無

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

　高いポンプ性能と積載量、天候・路面状態に左右されることの少ない車両走破性能、放水性能に加
えCAFS装置（水と消火薬剤の混合液に圧縮空気を圧入するシステム）を導入したことにより、水源不
足地域での消防活動の向上、震災、大規模災害等への出動力の向上等が図られ、地域住民の安寧
秩序を守ることが可能となった。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを車両本体へ標記するとともに、町広報誌
への掲載により地域住民への周知を図った。

事 業 の 改 善 措 置 及 び 今 後 の 対 応 　地域住民の安寧秩序を守るべく、当該装備品を適切に維持管理し、不測事態に備えていく。

事 業 費 及 び 交 付 金 額


